若者就労支援ネットワーク

発表内容記入シート

	団体名
	ＮＰＯ法人チャレンジスクール三重

	発表者
	玉村　典久


	1.　どういった団体なのか（団体の概要）

	不登校生・高校中退者の「学び」への再チャレンジを支援しています。

２００５年に元教員が中心となって設立、現在の在籍者数３１名

	2.　保有している資源（設備や人材、ノウハウ等、ハード・ソフト両面からご記入ください。）

	活動拠点：松阪市嬉野町一志久居教育会館２階

支援者：常勤２名（もと県立高校教員）、非常勤１１名（講師７名、地域ボランティア３名、カウンセラー１名）

	3.　若者自立支援に関する取組内容、今後取り組める可能性のあること

	①不登校生・高校中退者や保護者からの進路・学習・生活に関する相談受け付け（随時・無料）

②不登校生・高校中退者などへの居場所提供と学習・生活支援（随時・有料）

　昼間部：不登校生や不登校経験者対象

　　　　　学習・スポーツ・資格取得・体験活動など、基本的には高校の教育内容になっています。

夜間部：高校中退者対象

　　　　学習中心、通信制高校を利用して高卒資格の取得を目標としています。

	4.　他の団体にも参考となるような事例（うまく対応できたこと・対応が難しかったこと）

※　個人情報の保護に十分留意してください。

	・学校ほど厳しくはないが、学校に近い「オルタナティブスクール（もうひとつの学校）」というスタンスで活動している。不登校等で学校生活になじめなかった生徒には、それなりに辛抱してもらうことも多いが、その中でほとんどの生徒が自信を取り戻し、進学・就職など次のステップに進んでいってくれる。

	5.　団体のこれまでの成果と今後の課題

	（1）これまでの成果

・ほとんどの生徒が、就職・進学で人生の次のステップに進んでいった。

過去３年間の実績（四大４、専門学校５、就職８、高校２、その他４）

（2）今後の課題
・利用者が多様化しているので、個々のニーズに対応したいが、場所・人材など資源上の問題や、利用料とのかね合いでで対応できないことが多い。

・高校中退者はアルバイトや派遣労働についている場合が多く、できれば卒業時に正規雇用に結び付けたいが、意識付けが難しくそのままになってしまうことがある。

	6.　その他

	利用者の募集：ＨＰ・折込・学校訪問

体験活動の内容：自然体験学習（宮川村・志摩自然学校）、理科実験、スポーツ教室など

取得資格：高校卒業・漢字検定・ワープロ検定・情報処理検定・英語検定














1

